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　今年も田植えの時期を迎え、深川支所一已地区を皮切りに、JA管内各地区で田植
え作業がスタートした。

➡記事の詳細は２ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！

ホームページ

ＪＡきたそらち

2020

No.231
～農業振興を通じて地域社会へ貢献～

広 報 誌広 報 誌

農業振興を通じて
地域社会へ貢献
農業振興を通じて
地域社会へ貢献

JAきたそらち創立20周年JAきたそらち創立20周年
- SINCE 2000 -- SINCE 2000 -



田植えスタート田植えスタート
　5月8日から、深川支所一已地区を皮切りに、JA管内各地区で田植え作業がスタートした。

　一已地区では、原田純さん（表紙写真）がトップを切って作業を始め、初日は2haに「ふっくりんこ」を

植えた。10日ほどかけて約28haに作付けた。原田さんは、「今年は雪解けが早く、苗の生育も良かったた

め作業は順調に進んでいる。新型コロナウイルスの影響で米価の下落等も心配にはなるが、好天が続くこと

を願い、今年も豊作の秋を迎えたい」と期待を込める。

　今年度はJA管内全体で、うるち米ともち米合わせて計約9,500haで作付けする見込みとなっている。

　4月21日から5月7日にかけ、当JA管内各支所で水稲育苗の巡回が行われた。各支所営農課職員を

中心に、金融共済課・資材課、販売部、担い手支援室の職員、また空知農業改良普及センター北空知支所

の職員などが班に分かれて、同管内の水稲生産者684戸を訪問し、苗の草丈などの生育状況やハウス内

の保温、灌水方式、今後の育苗管理について確認した。

　巡回した職員は、「今年は4月中旬から下旬にかけて天候が安定しない日が多く、生育にムラが見られ

るものの、育苗は順調に進んでいる。今後も天候や気温に合わせてハウス内の換気や保温など温度管理を

行ってほしい」とアドバイスした。

水稲育苗巡回を実施
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青果部青果部青果部青果部

販売部販売部販売部販売部

　5月9日から17日にかけ、水稲直播研究会による今年度の直播播種作業が行われた。「水

稲直播」は種籾を直接水田に播く栽培方法で、育苗の労力と経費の削減につながる。

　同会のオペレーター 3人にJA職員が付き、今年度よりGPS自動操舵機能を付けた12

条用の専用播種機を更新し作業を行った。今年は「ななつぼし」「ゆめぴりか」「えみまる」

のほか、飼料用米の「そらゆたか」やもち米の「はくちょうもち」などの計約6,900㎏の

種籾を同会員29人の水田70haに作付けた。

　米穀課担当職員は、「播種機を更新しGPS自動操舵機能を付けたことで、オペレーター

の負担軽減や播種精度の向上に繋がった。播種時は雨天が多く苗立ち等に不安が残るが、

今後の巡回で状況を把握し関係機関と連携を

図り対応していきたい」と話す。

【米穀課　松田】

水稲直播研究会　播種作業水稲直播研究会　播種作業

水稲直播研究会のオペレーターによる播種作業

　5月4日、きたそらちの春の味覚を代表する果実、春作いちごが初出荷を迎

えた。この日は納内地区の尾郷勝さんより、大きいサイズのいちごが約30パ

ック出荷された。今年は融雪も早く昨年より４日程早い出荷となった。

　本年より「けんたろう」に加え、果実が大きく“口いっぱいにほおばる”感じ

が魅力の新品種「ゆきララ」の出荷も始まり、今後は徐々に出荷量も増える見

込みとなっている。道内市場に中心に出荷し、深川市内のスーパーマーケット

や深川市道の駅「ライスランドふかが

わ」農産物直売所「eciR」に並ぶ。

【青果課　植田】

春作いちご　出荷スタート春作いちご　出荷スタート
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女性部
だより
女性部
だより
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　女性部フレッシュミズ（部員45名）では、社会福祉活動の一環としてアルミ缶のリングプル回収運動を行って

います。同部では、小さなリングプルで体の不自由な方々の手助けになればという思いから毎年回収し、一定重量

が集まれば深川市福祉協議会に贈呈している。リングプルは約500㎏で車椅子1台と交換ができ、福祉施設等へ

と寄贈され、令和元年度は13.5㎏を回収しました。

　今年度も引き続き回収を行っておりますので、農作業などの休憩時に缶コーヒーや缶ジュースを飲まれる際は、

リングプル回収にご協力お願いします。

【営農企画課　墓田】

　5月11日から15日までの5日間、当JA職員が組合員全戸を訪問し、

新型コロナウイルスに伴う情報提供と感染拡大防止に向けたマスクの

配布活動（1戸あたり50枚）を実施した。

　JA管内では基幹作物である水稲の移植作業がピークを迎え、また

各作物とも本格的な農作業繁忙期に入ることにより、あらゆる方面から作業員が農作業現場に入ってくることを考

慮し、農業現場へ「①ウイルスを持ちこまない、②感染者を出さない、③感染拡大させない」といった『三ない運動』

を展開し、農業従事者にマスク着用を習慣づけてもらうとともに作業環境の整備や体調管理の徹底などを依頼し

た。また今回の新型コロナウイルスの影響による主要農産物の情勢、今後の見通しについての情報提供も行った。

　配布には、当JAが一昨年から実施する組合員との密着力強化に向けた全戸巡回班（153名29班体制）が実施し、

組合員からは、「世間が大変な状況で、作業するときにも必要なマスクが手に入らず困っていた。大変助かりました、

ありがとう」とお礼の言葉をいただいた。

～回収にあたってのお願い～
　缶のラベルに“アルミ製”と表示されているリングプル
のみ回収しています。

＊回収先　女性部各支部事務局
詳しくは、農業振興部営農企画課（0164-26-0134）
までお問い合わせください。

女性部フレッシュミズ
リングプル回収にご協力お願いします
女性部フレッシュミズ
リングプル回収にご協力お願いします

組合員全戸にマスク配布

令和元年度回収したリングプル

農業現場における新型コロナウイルス 感染拡大防止対策の要約

1　感染予防対策
（1）消毒の徹底

　・手洗い(2回が望ましい)

　・作業現場等の清掃

　　(アルコールまたは塩素系漂白剤)

（2）作業環境整備

　・マスクの着用

　・状況に応じた換気

　・共有スペース利用を最小限に

（3）体調管理を心掛ける

　・体温測定と記録

2　感染が確認されたら
（1）保健所への連絡

（2）濃厚接触者の確定

　・距離と時間で判断

　・自宅待機、複数人作業は厳禁

　・できる範囲で触った場所の消毒

（3）生産施設等の消毒

　・消毒はエタノールやアルコールで拭き取り

　・触った農機や取っ手を綿密に消毒

（4）生産物や出荷物の扱い

　・一般的な衛生管理がされていれば、出荷停止や廃棄の必要なし。
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農業振興部からのお知らせ
「税理士法人 中央総合会計」による
法人化等に向けた

毎月1回

相談無料 税務相談会 
令和2年6月より毎月1回、法人化等に向けた税務相談会を開催いたします。

■お申し込み・お問い合せ　農業振興部営農企画課　墓田（℡：0164-26-0134）

［開催にあたって］
　当JAが平成25年度より、法人化に向けた研修会の講師を依頼していた旭川市の『税理士法人　中央総
合会計（代表社員　井内敏樹氏）』よりさらなる連携業務強化を図り、「JAきたそらちの地域農業発展に貢献
したい」旨のご提案をいただき顧問契約締結の運びとなりました。
　農業後継者の不足や経営者の高齢化が進む中で、法人への経営転換や事業継承を検討する農業者は更
に増加すると予想されます。また相続については遺産だけではなく継承に係る相続もあり、専門的知識をも
って取り進めることで節税に繋がることもあります。
　それぞれの手続きをスムーズに進めるための相談窓口として中央総合会計が毎月１回法人化等に向けた
税務相談会を開催いたしますのでお気軽にご相談ください。
※お申込みの方は相談を円滑に進めるため
　事前提出書類を開催日程の２週間前までに【営農企画課　墓田】へご提出願います。

開 催 日 程

開 催 場 所

●  6月5日（金） 〈  5月22日(金)〉
●  8月7日（金） 〈  7月22日(水)〉
●10月9日（金） 〈  9月25日(金)〉
●12月4日（金） 〈11月20日(金)〉

●  7月13日（月） 〈  6月29日(月)〉
●  9月  7日（月） 〈  8月24日(月)〉
●11月  6日（金） 〈10月23日(金)〉

※〈 〉内は書類提出期限（開催日2週間前）

JAきたそらち営農センター　小会議室

対 応 件 数 各日5件まで　※1件1時間程度

相 談 内 容 ①法人化（既存法人、新設法人）　②経営継承　③相続

相 談 料 無　料　※ただし税務申告書の作成及び顧問契約等については個人負担

留 意 事 項 ・お申込み多数の場合は翌月に変更していただく場合もございます
・相談時間帯はJAにて調整し、改めてお越しいただく時間を通知
　させていただきます

事前提出書類 ①法人化：損益計算書、貸借対照表、減価償却台帳、
　　　　　確定申告B表、借入金償還表、固定資産税納付書 各2年分
②経営継承：上記①同様の書類　前年度分
③相　続：家族構成、財産状況が確認できる書類

令和2年　開催内容について

（5） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



地区担当体制のご紹介
　JAでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良い JA運営に向けて、全部門職員による地
区担当体制を整備しました。
　今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図ってまいりま
すので、よろしくお願いします。
　つきましては、本年度の地区担当体制をご紹介いたします。※各班長は☆印を表記

音江地区（5営農組合）　4班体制

菊丘・音江東・内園

【上段・左より】 
　小野寺栄治　　課長（深川支所営農課）　
　河原　秀昌　　課長（青果課）
　山田　雄樹　　主査（総務経理課）

【下段・左より】
　三浦　智子　　主査（米穀課）
☆畠山倫太朗　　　係（資材課）
　上埜　祐輝　　　係（渉外課）

音江中央 1

【上段・左より】
　斉藤　　基　　課長（農産課）
　高橋　直行　　課長（資材課）
☆前田みゆき　　課長（金融共済音江支所）

【下段・左より】
　荒川　美和　　　係（青果課）　
　松本　大輝　　　係（深川支所営農課）

音江中央 2

【上段・左より】 
☆梅村　大輔　　主査（金融共済音江支所）
　吉田　拓哉　　主査（米穀課）
　遠藤　茂夫　　所長（音江給油所）

【下段・左より】
　石野　泰誠　　　係（営農企画課）
　植田　隼斗　　　係（青果課）

音江西

【上段・左より】 
　佐藤　義幸　　課長（総務経理課）
　越智　順哉　調査役（資材推進課）
　梅村　大輔　　主査（金融共済音江支所）

【下段・左より】
☆森島　直樹　　主査（振興課）
　三宅　　創　　主査（農産課）
　松田　和弥　　　係（米穀課）
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一已地区（6営農組合）　4班体制

一已第１（一部）、一已第２

【上段・左より】 
　佐々木正博　　課長（融資課）　
　森島　美希　　主査（共済課）
☆中野　智晴　　主査（畜産課）

【下段・左より】
　岡部慎一郎　　　係（渉外課）
　松原　健太　　　係（畜産課）
　大西　崇之　　　係（車両機械課）
　荒井　悠志　　　係（深川支所営農課）

一已第１（一部）、一已第３

【上段・左より】 
　若林　浩勝　　課長（共済課）
　平山　直樹　調査役（融資課）
　山田　慈章　　主査（渉外課）

【下段・左より】
☆蓑口　達矢　　主査（農産課）
　武田　恵理　　主査（青果課）
　阿部　孝司　　所長（イチヤン給油所）　
　鈴木　友也　　　係（深川支所深川米穀施設課）

一已第４、一已第６（一部）

【上段・左より】 
　鷲尾　公敏　　課長（渉外課）
☆畑中　聖人　　課長（畜産課）　
　白井　恵子　　主査（融資課）
　佐野　雄平　　主査（振興課）

【下段・左より】
　戸嶋　凌太　　　係（融資課）
　山崎　　栞　　　係（畜産課）
　中村　哲也　　　係（資材課）
　板見　秀二　　　係（深川支所深川米穀施設課）

一已第５、一已第６（一部）

【上段・左より】 
　渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）
☆加賀美政俊　　課長（資材推進課）
　佐藤美代子　　主査（貯金課）

【下段・左より】
　小松　　努　　主査（融資課）
　江郷　逸人　　主査（共済課）　
　白川　　航　　　係（企画広報課）
　葛西　鉱哉　　　係（畜産課）

メム地区（5営農組合）　3班体制

北東・芽生

【上段・左より】 
☆廣田　　淳　　課長（人事課）
　伊藤　信一　調査役（金融共済深川支所）
　上月　　洋　調査役（深川支所営農課）

【下段・左より】
　山﨑江利子　　主査（資材課）
　辻　　聖也　　　係（農産課）

南区・芽生（南菊水）

【上段・左より】
☆川田　博行　　課長（米穀課）
　薄木　康弘　調査役（融資審査課）
　大島　幸男　調査役（金融共済深川支所）

【下段・左より】
　土永　美幸　　主査（資材課）
　小島　和也　　　係（深川支所深川米穀施設課）

【上段・左より】 
☆小野寺修一　　課長（金融共済深川支所）
　川本　雄太　　主査（青果課）
　田湯　幹也　　所長（深川給油所）

【下段・左より】
　古川　和也　　　係（営農企画課）　
　中村　敦洋　　　係（資材推進課）

北菊水・巴
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多度志地区（2営農組合）　3班体制

多度志南（多度志、東、湯内）

【上段・左より】 
　松本　好人　工場長（多度志自動車整備工場）　　
　佐々木美香　　主査（金融共済多度支所）
☆齋藤　直寛　　主査（深川支所営農課）

【下段・左より】
　安藤　理沙　　　係（渉外課）
　柏倉　隆芳　　　係（青果課）

多度志南（第一）、多度志北（宇摩、幌成）

【上段・左より】 
　池田　光宏　考査役（深川支所営農課）
☆谷内　健二　　主査（担い手支援室）
　正田　佳子　　主査（資材推進課）

【下段・左より】
　中村　　元　　　係（金融共済多度志支所）
　渡部　翔也　　　係（農産課）

多度志北（幌成、鷹泊）

【上段左より】 
☆松本　定幸　　課長（金融共済多度志支所）
　丸岡　章一　　課長（営農企画課）
　中原　　淳　　主査（米穀課）

【下段・左より】
　中村　　勇　　所長（多度志給油所）
　小野　裕之　　　係（畜産課）

納内地区（1営農組合）　2班体制

納内（１区、北央、成南、北成）

【上段・左より】 
　宇野　誠一　考査役（深川支所営農課）
☆高瀬　伸一　　主査（金融共済納内支所）
　村山　愉香　　主査（農産課）　

【下段・左より】
　小石川　正　　　係（総務経理課）　
　千葉　智広　　　係（資材推進課）

納内（ときわ、東豊、中央）

【上段・左より】 
☆小笠原　清　　課長（金融共済納内支所）
　岡林　良幸　　課長（深川支所深川米穀施設課）
　中川　大樹　調査役（人事課）

【下段・左より】
　飯沼　美智子　主査（渉外課）
　竹田　　浩　　所長（納内給油所）
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西

【上段・左より】 
　田中　正之　　課長（雨竜資材課）
　堀　　了予　　主査（青果課）
　須見　隆広　　主査（燃料課）

【下段・左より】
　玉置　将督　　　係（金融共済雨竜支所）
☆伊藤　勝成　　　係（雨竜支所営農課）　
　

中央

【上段・左より】 
　田中　正之　　課長（雨竜資材課）
　相原　明治　　主査（青果課）

【下段・左より】　
　玉置　将督　　　係（金融共済雨竜支所）
☆藤本　　篤　　　係（雨竜支所営農課）

本牧

【上段・左より】 
　長谷川正治　　課長（金融共済雨竜支所）
　浅沼　昭博　　主査（青果課）　
　田中　大治　　主査（雨竜資材課）

【下段・左より】　
　白川　敬哲　　　係（資材課）
☆佐野芙弥子　　　係（雨竜支所営農課）

雨竜地区（6営農組合）　6班体制

南盛

【上段・左より】 
　秋山　眞輝　　課長（振興課）
　菅井　智乙　　主査（米穀課）
　中川　留美　　主査（雨竜資材課）

【１列目左より】
　青山　慶生　　　係（金融共済雨竜支所）
☆堀口　敦暉　　　係（雨竜支所営農課）

東栄

【上段・左より】 
☆高木　真樹　　課長（雨竜支所営農課）
　谷内たつ枝　　　係（総務経理課）

【下段・左より】
　青山　慶生　　　係（金融共済雨竜支所）
　小田嶋祐冴　　　係（雨竜資材課）

北友

【上段・左より】 
　盛本　隆一　　課長（監査室）
　長谷川正治　　課長（金融共済雨竜支所）
　斉藤　利満　　主査（青果課）

【下段・左より】
　田中　大治　　主査（雨竜資材課）
☆米倉　　亮　　主査（雨竜支所営農課）
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幌加内地区（4営農組合）　3班体制
南幌・幌中（一部）

【上段・左より】 
☆小野　　斉　考査役（幌加内支所営農課）
　楠木　貴博　　主査（青果課）
　清原　桂子　　主査（幌加内資材課）

【下段・左より】
　前田　義則　　所長（幌加内給油所）
　麻生　浩伸　　　係（金融共済幌加内支所）
　嶺岸　智也　　　係（幌加内支所営農課）

幌中（一部）・幌里（一部）

【上段・左より】 
　本田　幸永　　課長（金融共済幌加内支所）
☆前野　尚弘　　課長（幌加内資材課）
　墓田　準也　　主査（幌加内支所営農課）

【下段・左より】
　岩本貴誉恵　　主査（幌加内支所営農課）
　高橋　麻美　　　係（金融共済幌加内支所）
　齊藤　　徹　　　係（幌加内農機自動車整備工場）

【上段・左より】 
☆荒田　勇次　　課長（幌加内支所営農課）
　三上　妙子　　主査（金融共済幌加内支所）
　宮田　光利　工場長（幌加内農機自動車整備工場）　

【下段・左より】
　齋藤　悠介　　　係（金融共済幌加内支所）
　三田　　翼　　　係（農産課）

北竜地区（10営農組合）　4班体制

碧水・岩村

【上段・左より】 
☆川本　知弘　　課長（北竜支所営農課）
　滝谷　佳子　　主査（金融共済北竜支所）
　木島　弘美　　主査（青果課）

【下段・左より】　
　田中　嘉浩　　主査（北竜資材課）
　古木　亮裕　　　係（金融共済北竜支所）　
　山田　雅典　　　係（北竜支所営農課）

恵北・美葉牛・古作

【上段・左より】 
☆太田　久志　　課長（金融共済北竜支所）
　渡辺　　巌　調査役（北竜支所営農課）
　伊藤あゆみ　　主査（米穀課）

【下段・左より】
　永満　陽子　　係（金融共済北竜支所）
　阿部　龍弥　　係（北竜資材課）
   内村　奈緒　　係（北竜支所営農課）

板谷・和

【上段・左より】 
☆松井　修司　課長補佐（金融共済北竜支所）
　三品　正則　　主査（青果課）
　平山　幸子　　主査（北竜資材課）

【下段・左より】
　渡辺　拓也　　主査（北竜支所営農課）
　松本　成悟　　所長（北竜給油所）
　鮫澤由香里　　　係（金融共済北竜支所）

西川・三谷・恵竜

【上段・左より】 
☆武田　裕二　　課長（北竜資材課）
　墓田真知子　調査役（営農企画課）
　北島　亜美　　　係（金融共済北竜支所）

【下段・左より】　
　佐藤　舞依　　　係（営農企画課）
　松本　拓馬　　　係（北竜給油所）
　高榮　政輝　　　係（北竜支所営農課）
　尾崎　　壮　　　係（北竜支所営農課）

幌里（一部）・北幌
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金融共済部からのお知らせ

共済掛金の払込猶予期間の延長、継続契約の締結手続きおよび
共済掛金の払込みの猶予について

※詳しくはＪＡきたそらち金融共済部(融資課・共済課・渉外課)または
　最寄りのＪＡきたそらち金融共済支所までご相談ください。

3

ローン等のご返済に関する相談について2

農業者等向け新型コロナウイルス感染症の影響による金融支援策1

（1）長期共済契約
共済掛金の払込猶予期間を最長で令和２年９月１６日まで延長します。
※長期共済契約とは、建物更生共済契約、生命総合共済契約、養老生命共済契約、
終身共済契約、年金共済契約をいいます。

（2）短期共済契約
共済掛金の払込猶予期間、継続契約の締結手続きおよび共済掛金の払込みの猶予
を最長で令和2年9月16日まで延長します。
※短期共済契約とは、火災共済契約、自動車共済契約、賠償責任共済契約、団体定
期生命共済契約、定額定期生命共済契約、傷害共済契約、ボランティア活動共済契
約をいいます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、現在お借入れしているローン等のご返済に関
する相談については迅速かつ、きめ細やかな対応を行ってまいります。

ＪＡでは、新型コロナウイルスにより影響を受けられたご利用者様に対して、
次の取扱を実施しています。

融資機関

対象資金

対 象 者

資金使途

限 度 額

期    間

担 保

利    率

㈱日本政策金融公庫

農林漁業セーフティネット資金

認定農業者、主業農業者、認定新規就農者、集落営農組織等

新型コロナウイルスによる一時的な影響に対し、経営の維持安定に必要

な長期資金

1年間の経営費又は粗収益に相当する額（いずれか低い方）

簿記記帳を行っていない方は、1,200万円以内

10年以内（うち据置期間3年以内）

実質無担保

0.16％（5月18日現在）※当初5年間実質無利子
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互
い
に
「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ｣

を
目
指
し
て

　
貴
Ｊ
Ａ
に
て
昨
年
開
講
し
た｢

サ
ム
ラ
イ
塾｣

。
管

理
職
で
は
な
い
も
の
の
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
職
員

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
嘱
望
さ
れ
る
主
査
７
名
が
受

講
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
勝
手
に
「
７
人
の

侍｣
と
称
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
Ｊ
Ａ
と

お
付
き
合
い
を
し
、
人
作
り
の
お
手
伝
い
等
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は 

”講
師
に
丸
投
げ“

の
印
象
が
強
い
も
の
で
し
た
。
で
も
貴
Ｊ
Ａ
は
明
確

な
自
ら
の
目
標
を
持
ち
「
自
分
達
で
出
来
る
こ
と
は

率
先
し
て｣

と
い
う
姿
勢
に
強
く
共
感
を
覚
え
た
私

で
す
。
そ
の
塾
長
を
担
っ
て
い
る
の
が
岩
田
清
正
専

務
で
す
。
開
講
式
の
折
に
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作

成
す
る
の
は
初
め
て｣

と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
に

果
敢
に
挑
戦
を
し
笑
顔
で
開
講
に
あ
た
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
た
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
か

く
い
う
私
も
、
そ
の
事
業
で
人
財
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
い
う
立
場
で
お
手
伝
い
を
し
、
企
画
へ
の
助

言
を
初
め
講
師
と
し
て
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、私
は「
一
期
一
会｣

と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
「
一
期
一
縁｣

と
い
う
言
葉
を
よ
く
口
に
し

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
と
お
会
い

出
来
た
の
も
、
縁
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
な
せ
る
技
で

す
。
私
は
縁
に
は
「
必
ず
何
か
の
意
味
が
あ
る｣

と

思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
一
昨
年
の
師
走
。

こ
の
度
の
人
事
で
農
業
振
興
部
長
に
異
動
さ
れ
た
当

時
の
佐
藤
一
久
総
務
部
長
か
ら
電
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。「
職
員
研
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
の

で
す
が
お
力
を
貸
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
必
要
な
ら

打
ち
合
わ
せ
に
帯
広
に
も
向
か
い
ま
す
の
で｣

と
い

う
こ
と
で
し
た
。
幸
い
に
も
年
明
け
早
々
に
、
私
が

富
良
野
の
あ
る
団
体
か
ら
講
師
を
依
頼
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
中
川
大
樹
人
事

課
調
査
役
も
交
え
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
そ
れ
が
今

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
し
て
広
報
誌
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
も
、
そ

の
打
ち
合
わ
せ
の
際
の
副
産
物
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
サ
ム
ラ
イ
塾
は
当
初
、単
年
度
の
予
定
で
し
た
が
、

「
受
講
者
諸
君
に
も
っ
と
深
く
学
ん
で
も
ら
お
う(

あ

る
い
は
そ
う
し
た
声
が
塾
生
か
ら
も
あ
が
っ
た)｣

と

い
う
こ
と
で
、
今
年
度
も
継
続
を
し
２
年
間
で
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
主
体
的

に
、
前
向
き
に
物
事
へ
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
に

心
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
こ
う
し
た
風

土
が
、
農
協
全
体
に
、
そ
し
て
組
合
員
個
々
の
企
業

の
中
に
も
大
き
く
広
が
り
、
や
が
て
地
域
に
も
花
開

い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
塾
が
走
り

出
し
て
半
年
が
経
っ
た
頃
、
佐
藤
部
長
に
「
何
故
に

私
に
声
か
け
を｣
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
ど

う
や
ら
、
私
が
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
を
し
た
際
の

受
講
者
の
一
人
ら
し
く
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

よ
う
で
す
。そ
れ
は
確
か
、課
長
職
が
軸
に
学
ぶ「
中

級
管
理
者
研
修｣

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
際
に
配
布
を
し
た
資
料
の
中
に
、
私
の

地
元
の
地
方
紙
で
あ
る
十
勝
毎
日
新
聞
に
連
載
で
掲

載
さ
れ
て
い
た
拙
文
、「
心
の
止
ま
り
木｣

が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
研
修
か
ら
ひ
と
昔
が
経
過
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
デ
ス
ク
に
大
事
に
残
し
て

お
い
て
く
れ
、
そ
れ
で
思
い
出
し
て
の
オ
フ
ァ
ー
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
現
在
も
筆
を
走
ら
せ
て

い
る
月
刊
誌
「
ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー｣

に
連
載
中
の

記
事
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
た
り
も
し
て
。
縁
と
い
う

の
は
本
当
に
不
思
議
な
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
何

か
と
紡
ぎ
あ
い
な
が
ら
の
皆
様
と
の
出
会
い
に
な
る

の
で
す
ね
。
な
お
、
２
年
次
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

去
る
４
月
、
２
回
に
わ
た
り
７
人
の
サ
ム
ラ
イ
達
に

「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
仕
事
人
生
の
振
り
返
り
と
今

後
に
向
け
て｣

と
い
う
趣
旨
で
個
別
面
談
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
各
人
に
は
温
度
差
が
あ
る
も
の

の
、
彼
ら
の
多
く
か
ら
「
学
ん
で
良
か
っ
た｣

と
い

う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
正
直
、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。「
出
る
杭
は
打
た
れ
る｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す｡

で
も
対
極
に
は「
出
な
い
杭
は
腐
る｣

が
あ
る
。

私
は
こ
の
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
は
、
少
な
く
て
も
後
者

に
は
身
を
お
い
て
欲
し
く
な
い
。
そ
し
て
周
囲
に
お

ら
れ
る
職
員
や
組
合
員
の
方
に
は
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。「
組
織
を
変
え
よ
う
と
す
る
邪

魔
だ
け
は
し
な
い
で
下
さ
い｣

と
。

　
そ
し
て
本
年
度
か
ら
は
、サ
ム
ラ
イ
塾
に
加
え
て
、

管
理
職
層
を
初
め
、
階
層
別
の
研
修
へ
と
広
げ
て
い

く
よ
う
で
す
。国
の
進
め
る
農
協
改
革
等
を
受
け
て
、

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第８回第８回

こ
れ
か
ら
は
同
じ
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
姿
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
意
味
で
は
貴
Ｊ
Ａ
は
他
の
Ｊ
Ａ
に
先

駆
け
て
「
ヒ
ト｣

に
重
点
を
お
い
た
経
営

に
舵
を
き
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
支

援
を
す
る
私
も
、
こ
れ
ま
で
組
織
開
発
や

人
財
育
成
を
主
な
活
動
舞
台
と
し
て
き
た

者
と
し
て
、
こ
の
間
、
培
っ
て
き
た
知
識

や
経
験
等
を
生
か
し
、
あ
る
意
味
で
私
自

身
の
集
大
成
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
き
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
目
に
見
え
な
い
敵
が
登
場
し
て
き
ま

し
た
。だ
が
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
人
財
に｣…

そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
組
合
員
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ
職
員
と
は
互

い
に
よ
き
信
頼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。
門
外
漢

と
し
て
の
立
場
を
生
か
し
、「
日
本
一
の

米
産
地
に
な
る｣

為
に
、
微
力
な
が
ら
そ

の
両
者
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
と
し
て
、
絆
を

深
め
る
役
割
が
出
来
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
次
回
、
お
会
い
を
す
る
時
に
は
、
少
し

で
も
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
収
ま
っ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
。
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互
い
に
「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ｣

を
目
指
し
て

　
貴
Ｊ
Ａ
に
て
昨
年
開
講
し
た｢

サ
ム
ラ
イ
塾｣

。
管

理
職
で
は
な
い
も
の
の
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
職
員

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
嘱
望
さ
れ
る
主
査
７
名
が
受

講
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
勝
手
に
「
７
人
の

侍｣

と
称
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
Ｊ
Ａ
と

お
付
き
合
い
を
し
、
人
作
り
の
お
手
伝
い
等
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は 

”講
師
に
丸
投
げ“

の
印
象
が
強
い
も
の
で
し
た
。
で
も
貴
Ｊ
Ａ
は
明
確

な
自
ら
の
目
標
を
持
ち
「
自
分
達
で
出
来
る
こ
と
は

率
先
し
て｣

と
い
う
姿
勢
に
強
く
共
感
を
覚
え
た
私

で
す
。
そ
の
塾
長
を
担
っ
て
い
る
の
が
岩
田
清
正
専

務
で
す
。
開
講
式
の
折
に
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作

成
す
る
の
は
初
め
て｣

と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
に

果
敢
に
挑
戦
を
し
笑
顔
で
開
講
に
あ
た
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
た
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
か

く
い
う
私
も
、
そ
の
事
業
で
人
財
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
い
う
立
場
で
お
手
伝
い
を
し
、
企
画
へ
の
助

言
を
初
め
講
師
と
し
て
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
、私
は「
一
期
一
会｣

と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
「
一
期
一
縁｣

と
い
う
言
葉
を
よ
く
口
に
し

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
と
お
会
い

出
来
た
の
も
、
縁
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
な
せ
る
技
で

す
。
私
は
縁
に
は
「
必
ず
何
か
の
意
味
が
あ
る｣

と

思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
一
昨
年
の
師
走
。

こ
の
度
の
人
事
で
農
業
振
興
部
長
に
異
動
さ
れ
た
当

時
の
佐
藤
一
久
総
務
部
長
か
ら
電
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。「
職
員
研
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
の

で
す
が
お
力
を
貸
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
必
要
な
ら

打
ち
合
わ
せ
に
帯
広
に
も
向
か
い
ま
す
の
で｣

と
い

う
こ
と
で
し
た
。
幸
い
に
も
年
明
け
早
々
に
、
私
が

富
良
野
の
あ
る
団
体
か
ら
講
師
を
依
頼
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
中
川
大
樹
人
事

課
調
査
役
も
交
え
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
そ
れ
が
今

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
う
し
て
広
報
誌
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
も
、
そ

の
打
ち
合
わ
せ
の
際
の
副
産
物
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
サ
ム
ラ
イ
塾
は
当
初
、単
年
度
の
予
定
で
し
た
が
、

「
受
講
者
諸
君
に
も
っ
と
深
く
学
ん
で
も
ら
お
う(

あ

る
い
は
そ
う
し
た
声
が
塾
生
か
ら
も
あ
が
っ
た)｣

と

い
う
こ
と
で
、
今
年
度
も
継
続
を
し
２
年
間
で
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
主
体
的

に
、
前
向
き
に
物
事
へ
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
に

心
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
こ
う
し
た
風

土
が
、
農
協
全
体
に
、
そ
し
て
組
合
員
個
々
の
企
業

の
中
に
も
大
き
く
広
が
り
、
や
が
て
地
域
に
も
花
開

い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
塾
が
走
り

出
し
て
半
年
が
経
っ
た
頃
、
佐
藤
部
長
に
「
何
故
に

私
に
声
か
け
を｣

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
ど

う
や
ら
、
私
が
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
で
講
義
を
し
た
際
の

受
講
者
の
一
人
ら
し
く
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

よ
う
で
す
。そ
れ
は
確
か
、課
長
職
が
軸
に
学
ぶ「
中

級
管
理
者
研
修｣

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
際
に
配
布
を
し
た
資
料
の
中
に
、
私
の

地
元
の
地
方
紙
で
あ
る
十
勝
毎
日
新
聞
に
連
載
で
掲

載
さ
れ
て
い
た
拙
文
、「
心
の
止
ま
り
木｣

が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
研
修
か
ら
ひ
と
昔
が
経
過
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
デ
ス
ク
に
大
事
に
残
し
て

お
い
て
く
れ
、
そ
れ
で
思
い
出
し
て
の
オ
フ
ァ
ー
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
現
在
も
筆
を
走
ら
せ
て

い
る
月
刊
誌
「
ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー｣

に
連
載
中
の

記
事
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
た
り
も
し
て
。
縁
と
い
う

の
は
本
当
に
不
思
議
な
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
何

か
と
紡
ぎ
あ
い
な
が
ら
の
皆
様
と
の
出
会
い
に
な
る

の
で
す
ね
。
な
お
、
２
年
次
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

去
る
４
月
、
２
回
に
わ
た
り
７
人
の
サ
ム
ラ
イ
達
に

「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
仕
事
人
生
の
振
り
返
り
と
今

後
に
向
け
て｣

と
い
う
趣
旨
で
個
別
面
談
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
各
人
に
は
温
度
差
が
あ
る
も
の

の
、
彼
ら
の
多
く
か
ら
「
学
ん
で
良
か
っ
た｣

と
い

う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
正
直
、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。「
出
る
杭
は
打
た
れ
る｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す｡

で
も
対
極
に
は「
出
な
い
杭
は
腐
る｣

が
あ
る
。

私
は
こ
の
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
は
、
少
な
く
て
も
後
者

に
は
身
を
お
い
て
欲
し
く
な
い
。
そ
し
て
周
囲
に
お

ら
れ
る
職
員
や
組
合
員
の
方
に
は
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。「
組
織
を
変
え
よ
う
と
す
る
邪

魔
だ
け
は
し
な
い
で
下
さ
い｣

と
。

　
そ
し
て
本
年
度
か
ら
は
、サ
ム
ラ
イ
塾
に
加
え
て
、

管
理
職
層
を
初
め
、
階
層
別
の
研
修
へ
と
広
げ
て
い

く
よ
う
で
す
。国
の
進
め
る
農
協
改
革
等
を
受
け
て
、

こ
れ
か
ら
は
同
じ
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
姿
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
意
味
で
は
貴
Ｊ
Ａ
は
他
の
Ｊ
Ａ
に
先

駆
け
て
「
ヒ
ト｣
に
重
点
を
お
い
た
経
営

に
舵
を
き
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
支

援
を
す
る
私
も
、
こ
れ
ま
で
組
織
開
発
や

人
財
育
成
を
主
な
活
動
舞
台
と
し
て
き
た

者
と
し
て
、
こ
の
間
、
培
っ
て
き
た
知
識

や
経
験
等
を
生
か
し
、
あ
る
意
味
で
私
自

身
の
集
大
成
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
き
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
目
に
見
え
な
い
敵
が
登
場
し
て
き
ま

し
た
。だ
が
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
人
財
に｣…

そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
た
い
も
の
で

す
。
組
合
員
の
皆
様
と
Ｊ
Ａ
職
員
と
は
互

い
に
よ
き
信
頼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。
門
外
漢

と
し
て
の
立
場
を
生
か
し
、「
日
本
一
の

米
産
地
に
な
る｣

為
に
、
微
力
な
が
ら
そ

の
両
者
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
役
と
し
て
、
絆
を

深
め
る
役
割
が
出
来
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
次
回
、
お
会
い
を
す
る
時
に
は
、
少
し

で
も
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
収
ま
っ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
。

新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業 清

水
　
雄
斗
　
さ
ん

26
歳

平
成
31
年
４
月

深
川
支
所
　
一
已
地
区

経
営
主
　（
株
）
清
水
農
園

代
表
取
締
役
　
清
水 

義
昭  

さ
ん

　27  

ha
（
胡
瓜
・
そ
ば
）

し
み
ず

ゆ
う
と

　
大
学
卒
業
後
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に
３
年
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。業
務
を
通
じ
て
、

農
業
へ
の
思
い
が
強
く
な
り
、
実
家
の
農
業
を

継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
就
農
前
も
農

作
業
は
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

は
い
か
な
い
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
新
鮮

か
つ
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
さ
ら
に
施
設
を
拡
大
し
、
よ

り
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
の
３
年
間
の
内
に
お
世
話
に
な
っ
た

皆
様
、
今
後
は
生
産
者
と
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味があ

る方は、気軽に下記にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご

相談願います。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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●
金
融
共
済
本
所
の
整
備
に
あ

た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
は
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ

ッ
プ
内
の
ど
の
位
置
に
設
置
さ

れ
る
の
か
。

●
現
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
の
東
入
口

よ
り
や
や
西
側
へ
設
置
す
る
計

画
で
す
。

●
本
所
機
能
を
移
転
す
る
と
あ

る
が
、
農
機
セ
ン
タ
ー
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。

●
農
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
場
所
か
ら
の
移
転
は
し

ま
せ
ん
。

●
自
己
資
本
造
成
計
画
に
お
い

て
、
出
資
配
当
及
び
事
業
分
量

配
当
を
原
資
に
通
常
増
口
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
出

資
金
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

方
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
近
年
、
離
農
に
伴
う
出
資
金

の
解
約
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

調
整
増
口
だ
け
で
は
純
資
産
の

減
少
は
免
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
第
７
次
農
協
経
営
計
画

に
お
い
て
は
施
設
整
備
を
進
め

る
う
え
で
の
資
金
調
達
も
含
め
、

通
常
増
口
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
各
配

当
額
の
範
囲
内
で
出
資
金
の
増

口
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
集
荷
率
が
低

下
し
て
い
る
と
感
じ
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
第
７
次
農
業
振
興
計
画
で
は

更
な
る
集
荷
率
向
上
施
策
を
打

ち
出
し
、
出
荷
先
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
価
格
の
改

定
は
、
園
芸
作
付
け
農
家
の
負

担
増
と
な
る
。
廃
ビ
ニ
ー
ル
処

理
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
助
成
金
の
増

額
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

●
次
年
度
以
降
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
ハ
ウ
ス
温
度
セ
ン
サ
ー
ア
プ

リ
は
、
園
芸
作
付
け
農
家
に
お

い
て
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
機
器
等
に
対

し
て
の
助
成
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
自
動
散
水

管
理
装
置
の
助
成
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

●
普
及
セ
ン
タ
ー
の
試
験
結
果

を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
そ
ば
の
作
付
け
品
種
変
更
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
Ｒ
１
産
そ
ば
の
豊
作
基
調
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
重
な
り
、
外
食
産
業

を
中
心
と
す
る
そ
ば
の
販
売
環

境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
ラ
ノ
カ
オ
リ
は
早
期
に
お
い

て
引
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
キ

タ
ワ
セ
が
出
回
る
と
需
要
が
減

り
価
格
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
レ
ラ
ノ
カ
オ
リ
の
播

種
は
５
月
20
日
頃
ま
で
（
出
荷

は
８
月
14
日
ま
で
）を
目
安
と
し
、

以
降
に
つ
い
て
は
キ
タ
ワ
セ
へ

の
作
付
け
変
更
を
ご
検
討
願
い

ま
す
。

●
本
年
、
き
ら
ら
３
９
７
を
作

付
け
す
る
が
、
外
食
産
業
の
影

響
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

●
現
在
、
業
務
用
の
販
売
が
思

わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
度

志
産
（
き
ら
ら
３
９
７
）
に
つ

い
て
は
生
協
産
地
指
定
を
主
体

と
し
た
販
売
で
あ
り
供
給
が
や

や
不
足
気
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
量
販
店
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
家
庭
消
費
が
伸
び
て
お
り
、

安
定
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
作

付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
昨
年
か
ら
水
稲
共
済
の
被
害

申
告
の
仕
組
み
が
変
更
と
な
っ

た
。
玄
米
出
荷
の
場
合
、
製
品

は
品
種
毎
に
分
か
る
が
中
米
・

く
ず
米
は
伝
票
上
規
格
外
の
み

の
表
示
と
な
り
品
種
が
分
か
ら

な
い
。
個
体
出
荷
（
中
米
・
く

ず
米
）
の
場
合
で
も
品
種
が
分

か
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
く
ず
米
の
品
種
表
示
は
検
査

上
の
問
題
で
あ
り
、
規
格
外
は

品
種
表
示
で
き
な
い
の
で
ま
と

め
た
表
示
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
受
験
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
水
稲
共
済
の
被
害
申
告
で
、Ｊ

Ａ
か
ら
共
済
組
合
へ
デ
ー
タ
提

供
す
る
な
ど
簡
素
化
を
図
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
。

●
今
後
、
共
済
組
合
と
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
加
工
用
米
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
主
食
用
米
に
比
べ
価
格
が

安
定
し
て
い
る
が
ど
こ
に
軸
足

を
置
く
べ
き
か
。
ま
た
、
そ
の

判
断
は
個
人
な
の
か
Ｊ
Ａ
が
判

断
す
る
の
か
。

●
北
海
道
米
の
主
食
用
米
供
給

が
不
足
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
、
ま
ず
主
食
用
米
を
優
先
的

に
作
付
け
い
た
だ
き
、
超
過
し

た
場
合
は
加
工
用
米
へ
振
替
え

し
て
頂
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
も

個
人
の
手
上
げ
を
基
本
と
い
た

し
ま
す
。

●
米
の
精
算
書
に
つ
い
て
、
ク

ミ
カ
ン
報
告
書
の
摘
要
で
非
課

税
と
税
率
区
分
（
複
数
）
が
分

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
表
記
に

つ
い
て
可
能
な
限
り
対
応
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
Ｈ
30
産
も
ち
米
の
精
算
単
価

に
つ
い
て
、
12
月
に
追
加
精
算

が
あ
っ
た
が
仮
渡
金
返
還
と
経

費
が
控
除
さ
れ
る
と
精
算
金
が

ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。Ｈ
30

産
は
最
終
精
算
で
追
加
精
算
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
集
荷
対
策

と
し
て
仮
渡
金
に
対
す
る
金
利

負
担
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
組
合
員
に
提
示
す
る
単

価
は
、
手
数
料
等
を
控
除
し
た

後
の
手
取
り
単
価
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

●
Ｈ
30
産
も
ち
米
の
最
終
精
算

は
、Ｈ
29
産
と
同
様
と
な
る
見
込

み
で
す
。Ｒ
１
産
は
う
る
ち
米
と

比
べ
価
格
が
低
く
、
よ
り
実
態

に
近
い
精
算
と
し
た
た
め
仮
渡

金
支
払
い
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。仮
渡
金
の
金
利
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
間
の
公
平
確
保
の
観
点

か
ら
全
て
の
作
物
同
様
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
年
産
に
つ
い
て

は
出
来
秋
に
向
け
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
減
り
、

米
や
メ
ロ
ン
等
の
価
格
が
下
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
料
や
農

薬
等
の
供
給
に
も
不
安
が
あ
り
、

供
給
停
止
に
備
え
た
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

●
営
農
資
材
に
お
い
て
は
、
本

年
度
分
の
資
材
供
給
に
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
よ
り

国
内
外
の
対
応
は
全
く
予
想
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各

品
目
の
状
況
変
化
に
対
応
し
、

供
給
責
任
を
果
た
す
べ
く
最
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

販
売
に
つ
い
て
は
、業
務
用
需
要
、

ギ
フ
ト
需
要
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
感
染
症
の
終
息
時
期

に
よ
り
Ｒ
２
産
の
販
売
ス
タ
ー

ト
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一

丸
と
な
り
今
後
も
安
心
し
て
営

農
が
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
農
家
経
営
へ
の
影
響

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
北
海
道
は
早
め
の
対
応
を
と

っ
た
こ
と
に
よ
り
感
染
拡
大
は

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済

へ
の
影
響
は
免
れ
ま
せ
ん
。
今

後
も
先
を
見
通
せ
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
持
続
的
に
経

営
が
出
来
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
連
携
し
対
応
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
今
後
も
営
農
懇
談
会
資
料
の

事
前
配
布
を
続
け
て
欲
し
い
。

ま
た
、
書
面
に
よ
る
質
疑
受
付

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
今
回
は

事
前
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
資
料
の
事
前
配
布
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
２
年
３
月
24
日
〜
３
月
27
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

新
営
農
セ
ン
タ
ー
・

  

金
融
共
済
本
所
整
備

農
業
振
興
関
係

販
売
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
感
染
症
関
係

そ
の
他

第
７
次
農
協
経
営
計
画
・

  

第
７
次
農
業
振
興
計
画
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●
金
融
共
済
本
所
の
整
備
に
あ

た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
は
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ

ッ
プ
内
の
ど
の
位
置
に
設
置
さ

れ
る
の
か
。

●
現
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
の
東
入
口

よ
り
や
や
西
側
へ
設
置
す
る
計

画
で
す
。

●
本
所
機
能
を
移
転
す
る
と
あ

る
が
、
農
機
セ
ン
タ
ー
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。

●
農
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
場
所
か
ら
の
移
転
は
し

ま
せ
ん
。

●
自
己
資
本
造
成
計
画
に
お
い

て
、
出
資
配
当
及
び
事
業
分
量

配
当
を
原
資
に
通
常
増
口
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
出

資
金
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

方
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
近
年
、
離
農
に
伴
う
出
資
金

の
解
約
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

調
整
増
口
だ
け
で
は
純
資
産
の

減
少
は
免
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
第
７
次
農
協
経
営
計
画

に
お
い
て
は
施
設
整
備
を
進
め

る
う
え
で
の
資
金
調
達
も
含
め
、

通
常
増
口
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
各
配

当
額
の
範
囲
内
で
出
資
金
の
増

口
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
集
荷
率
が
低

下
し
て
い
る
と
感
じ
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
第
７
次
農
業
振
興
計
画
で
は

更
な
る
集
荷
率
向
上
施
策
を
打

ち
出
し
、
出
荷
先
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
価
格
の
改

定
は
、
園
芸
作
付
け
農
家
の
負

担
増
と
な
る
。
廃
ビ
ニ
ー
ル
処

理
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
助
成
金
の
増

額
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

●
次
年
度
以
降
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
ハ
ウ
ス
温
度
セ
ン
サ
ー
ア
プ

リ
は
、
園
芸
作
付
け
農
家
に
お

い
て
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
機
器
等
に
対

し
て
の
助
成
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
自
動
散
水

管
理
装
置
の
助
成
も
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

●
普
及
セ
ン
タ
ー
の
試
験
結
果

を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
そ
ば
の
作
付
け
品
種
変
更
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
Ｒ
１
産
そ
ば
の
豊
作
基
調
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
重
な
り
、
外
食
産
業

を
中
心
と
す
る
そ
ば
の
販
売
環

境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
ラ
ノ
カ
オ
リ
は
早
期
に
お
い

て
引
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
キ

タ
ワ
セ
が
出
回
る
と
需
要
が
減

り
価
格
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
レ
ラ
ノ
カ
オ
リ
の
播

種
は
５
月
20
日
頃
ま
で
（
出
荷

は
８
月
14
日
ま
で
）を
目
安
と
し
、

以
降
に
つ
い
て
は
キ
タ
ワ
セ
へ

の
作
付
け
変
更
を
ご
検
討
願
い

ま
す
。

●
本
年
、
き
ら
ら
３
９
７
を
作

付
け
す
る
が
、
外
食
産
業
の
影

響
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

●
現
在
、
業
務
用
の
販
売
が
思

わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
度

志
産
（
き
ら
ら
３
９
７
）
に
つ

い
て
は
生
協
産
地
指
定
を
主
体

と
し
た
販
売
で
あ
り
供
給
が
や

や
不
足
気
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
量
販
店
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
家
庭
消
費
が
伸
び
て
お
り
、

安
定
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
作

付
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
昨
年
か
ら
水
稲
共
済
の
被
害

申
告
の
仕
組
み
が
変
更
と
な
っ

た
。
玄
米
出
荷
の
場
合
、
製
品

は
品
種
毎
に
分
か
る
が
中
米
・

く
ず
米
は
伝
票
上
規
格
外
の
み

の
表
示
と
な
り
品
種
が
分
か
ら

な
い
。
個
体
出
荷
（
中
米
・
く

ず
米
）
の
場
合
で
も
品
種
が
分

か
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
く
ず
米
の
品
種
表
示
は
検
査

上
の
問
題
で
あ
り
、
規
格
外
は

品
種
表
示
で
き
な
い
の
で
ま
と

め
た
表
示
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
受
験
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

な
ど
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
水
稲
共
済
の
被
害
申
告
で
、Ｊ

Ａ
か
ら
共
済
組
合
へ
デ
ー
タ
提

供
す
る
な
ど
簡
素
化
を
図
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
。

●
今
後
、
共
済
組
合
と
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
加
工
用
米
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
主
食
用
米
に
比
べ
価
格
が

安
定
し
て
い
る
が
ど
こ
に
軸
足

を
置
く
べ
き
か
。
ま
た
、
そ
の

判
断
は
個
人
な
の
か
Ｊ
Ａ
が
判

断
す
る
の
か
。

●
北
海
道
米
の
主
食
用
米
供
給

が
不
足
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
、
ま
ず
主
食
用
米
を
優
先
的

に
作
付
け
い
た
だ
き
、
超
過
し

た
場
合
は
加
工
用
米
へ
振
替
え

し
て
頂
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
も

個
人
の
手
上
げ
を
基
本
と
い
た

し
ま
す
。

●
米
の
精
算
書
に
つ
い
て
、
ク

ミ
カ
ン
報
告
書
の
摘
要
で
非
課

税
と
税
率
区
分
（
複
数
）
が
分

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
ク
ミ
カ
ン
報
告
書
の
表
記
に

つ
い
て
可
能
な
限
り
対
応
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
Ｈ
30
産
も
ち
米
の
精
算
単
価

に
つ
い
て
、
12
月
に
追
加
精
算

が
あ
っ
た
が
仮
渡
金
返
還
と
経

費
が
控
除
さ
れ
る
と
精
算
金
が

ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。Ｈ
30

産
は
最
終
精
算
で
追
加
精
算
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
集
荷
対
策

と
し
て
仮
渡
金
に
対
す
る
金
利

負
担
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
組
合
員
に
提
示
す
る
単

価
は
、
手
数
料
等
を
控
除
し
た

後
の
手
取
り
単
価
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

●
Ｈ
30
産
も
ち
米
の
最
終
精
算

は
、Ｈ
29
産
と
同
様
と
な
る
見
込

み
で
す
。Ｒ
１
産
は
う
る
ち
米
と

比
べ
価
格
が
低
く
、
よ
り
実
態

に
近
い
精
算
と
し
た
た
め
仮
渡

金
支
払
い
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。仮
渡
金
の
金
利
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
間
の
公
平
確
保
の
観
点

か
ら
全
て
の
作
物
同
様
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
年
産
に
つ
い
て

は
出
来
秋
に
向
け
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
減
り
、

米
や
メ
ロ
ン
等
の
価
格
が
下
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
料
や
農

薬
等
の
供
給
に
も
不
安
が
あ
り
、

供
給
停
止
に
備
え
た
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

●
営
農
資
材
に
お
い
て
は
、
本

年
度
分
の
資
材
供
給
に
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
よ
り

国
内
外
の
対
応
は
全
く
予
想
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各

品
目
の
状
況
変
化
に
対
応
し
、

供
給
責
任
を
果
た
す
べ
く
最
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

販
売
に
つ
い
て
は
、業
務
用
需
要
、

ギ
フ
ト
需
要
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
感
染
症
の
終
息
時
期

に
よ
り
Ｒ
２
産
の
販
売
ス
タ
ー

ト
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一

丸
と
な
り
今
後
も
安
心
し
て
営

農
が
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
農
家
経
営
へ
の
影
響

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
北
海
道
は
早
め
の
対
応
を
と

っ
た
こ
と
に
よ
り
感
染
拡
大
は

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済

へ
の
影
響
は
免
れ
ま
せ
ん
。
今

後
も
先
を
見
通
せ
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
持
続
的
に
経

営
が
出
来
る
よ
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
連
携
し
対
応
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
今
後
も
営
農
懇
談
会
資
料
の

事
前
配
布
を
続
け
て
欲
し
い
。

ま
た
、
書
面
に
よ
る
質
疑
受
付

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
観
点
か
ら
、
今
回
は

事
前
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
資
料
の
事
前
配
布
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
２
年
３
月
24
日
〜
３
月
27
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

新
営
農
セ
ン
タ
ー
・

  

金
融
共
済
本
所
整
備

農
業
振
興
関
係

販
売
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
感
染
症
関
係

そ
の
他

第
７
次
農
協
経
営
計
画
・

  

第
７
次
農
業
振
興
計
画
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11,500円
11,500円
0円
-

８月５日（水）
８月６日（木）
８月７日（金）

ＪＡきたそらち　営農センター
ＪＡきたそらち　雨竜支所
ＪＡきたそらち　北竜支所

深川市メム１０号線山３線
雨竜町字満寿３０番地の１９３
北竜町字和３６番地の３

深川市
雨竜町
北竜町

15,840円
18,140円
15,730円

11,500円
11,500円
０円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

720円

11,500円
2,169円
2,169円

-

●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和２年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●新型コロナウイルス感染防止対策として受付時間と人数を指定させていただきます。
　待合スペースの密集状態防止措置のため、ご希望時間に添えない場合がございますが何卒ご理解の程お願いいたします。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本的な項目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

11,500円
3,030円
0円
0円
-

11,500円
3,030円
０円
0円
-

29歳以下
30歳～ 34歳
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
-
0円

11,500円
3,030円
2,169円
2,169円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

15,840円
17,502円
15,730円

後期高齢者医療

16,500円
16,500円
16,500円

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

18,865円
18,865円
18,865円

35歳以上
16,500円
16,500円
16,500円

39歳以下
15,840円
17,502円
15,730円

40歳以上

特定健診、がん検診
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

　心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
　心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は16,200円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。

11,500円
11,500円
5,010円

-

11,500円
11,500円
5,010円

-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

10,730円

11,500円
2,169円
2,169円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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脆
弱
性
骨
折（
ぜ
い
じ
ゃ
く
せ
い
こ
っ
せ
つ
）

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

三
木
田
　
　光

　
骨
折
は
外
傷
性
疾
患
に
分
類
さ
れ
、
骨
強
度
を
超
え
た
外
力
に
よ
っ

て
骨
折
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
代
に

な
っ
て
骨
粗
鬆
症
の
疾
患
と
し
て
の
定
義
が
確
立
さ
れ
骨
脆
弱
性
と
い

う
概
念
が
定
着
し
た
こ
と
と
、
高
齢
化
に
よ
る
骨
粗
鬆
症
患
者
の
増
加

に
よ
り
高
齢
者
の
椎
体
骨
折
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
お
よ
び
橈
骨
遠
位

端
骨
折
が
日
常
的
に
発
症
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
脆
弱
性
骨
折

と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
脆
弱
性
骨

折
と
は
軽
微
な
外
力
に
よ
っ
て
発
症
し
た
非
外
傷
性
骨
折
と
定
義
さ

れ
、
立
っ
た
姿
勢
か
ら
の
転
倒
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
外
力
に
よ
っ
て

発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
年
齢
は
50
歳
以
降
の
骨
折
を
指
し

て
い
ま
す
。

　
骨
粗
鬆
症
は
骨
強
度
の
低
下
と
さ
れ
、
骨
強
度
は
骨
量
と
骨
質
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
骨
密
度
測
定
法
の
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
に
よ
る
骨
量
測
定
だ
け

で
は
骨
の
微
細
構
造
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
架
橋
な
ど
の
骨
質
ま
で
は
測
定
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
骨
粗
鬆
症
の
診
断
基
準
で
は
脆
弱
性
骨
折
の
有

無
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
脆
弱
性
骨
折
は
活
動
性
の
制
限
、
寝
た
き
り
、
さ
ら
に
生
命
予
後
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
社
会
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
骨
粗
鬆
性
椎
体
骨
折
は
最
も
頻
度
の
高
い
骨
折
で
あ

り
最
近
の
報
告
で
は
、
10
年
間
の
椎
体
骨
折
の
累
積
発
生
率
は
60
歳
代

男
性
で
５
・
１
％
　
女
性
で
14
％
、
70
歳
代
男
性
で
10
・
８
％
、
女
性

で
22
・
２
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
微
な
外
力
に
よ
る
椎
体
骨
折
は
病

院
受
診
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
診
断
、
治
療
が
遅
く
な
る
こ
と
が
多
く
、

骨
癒
合
の
遅
延
、
偽
関
節
の
発
症
、
椎
体
変
形
に
よ
る
後
弯
、
遅
発
性

麻
痺
な
ど
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
腰
背
痛
が
持
続
す
る
と
き

は
早
め
に
整
形
外
科
を
受
診
し
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー

の
検
査
な
ど
骨
粗
鬆
症
診
断
、
椎
体
圧
迫
骨
折
が
あ
れ
ば
コ
ル
セ
ッ
ト

装
着
、
鎮
痛
剤
投
与
、
早
期
は
安
静
、
疼
痛
軽
減
後
徐
々
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
拡

大
を
行
い
偽
関
節
の
発
症
を
防
止
し
、
寝
た
き
り
を
防
ぐ
治
療
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
の
薬
物
治
療
は
著
し
く
進
歩
し
て
お
り
、
テ

リ
パ
ラ
チ
ド
の
注
射
は
骨
形
成
を
促
進
、
２
年
間
の
投
与
で
８
％
か
ら

10
％
の
骨
量
増
加
、骨
折
の
除
痛
効
果
も
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
骨
粗
鬆
症
患
者
は
１
２
８
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
治
療
し
て
い
る
人
は
少
数
で
す
。
脆
弱
性
骨
折
を
防
ぎ
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
早
期
の
治
療
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

クールビズの取り組みを開始しました
　地球温暖化抑止のため温室効果ガスを削減するべく、JAグループとしてもクー

ルビズの取組みを例年一体的に実施しております。

　当JAにおいても5月25日(月)より開始し、全部署で「ノーネクタイ」「ノー上着」

にて業務にあたっております。皆様のご理解とご協力をお願い致します。

クールビズの取り組みを開始しました
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JA北海道中央会からのお知らせ
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　ＪＡグループ北海道では、新型コロナウイルスの影響による、学校給食の停止及び卒業式などイベントの自
粛に伴い、ＪＡグループ北海道役職員はもちろん、同じ協同組合であるぎょれんやコープさっぽろ等にも協力
頂き、牛乳の消費拡大を行った他、花きについては、北農ビルにて国産花きの販売会を7 月末まで、毎週金
曜日に開催をしています。
　また、感染が疑われる方々などの相談対応にご尽力されている道内保健
所の職員皆様の免疫力を高めて頂きたく、4 月（計 4 回）に牛乳乳製品の
無償提供行っております。
　新型コロナウイルスにより、行動が制限され体や心にゆとりが無くなって
きていると思います。このような時だからこそ、家に花を飾り気持ちを明るく、
国産の農畜産物をしっかり食べ、新型コロナウイルスに打ち勝ちましょう！

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　2019 年 12 月、全国各地のＪＡバンクの利用者
が通帳代わりに利用できるサービスとして、スマー
トフォンアプリ「ＪＡバンクアプリ」の提供を開始し
ました。
　本アプリを利用して、口座残高や入出金明細をス
マートフォンで確認することができます。
　ＪＡバンクのキャッシュカードをお持ちの個人の
お客様であれば、アプリをダウンロード
して簡単な初期登録で、誰でも無料で利
用することができます。

ＪＡ共済連北海道
　4 月より、生活習慣病になった時の備えとして「特
定重度疾病共済（そなエール）」が新たにラインナップ
されました。ＪＡ共済では資料請求キャンペーンを実施
しており、キャンペーン期間中に資料請求をいただい
た方にもれなくプレゼントをご用意しております。
　キャンペーンの応募期間は令和 3 年 3 月 10 日まで
ですが 4 期に分かれております。
　この機会に、ＪＡ共済のホームペー
ジにアクセスいただけますようお待
ちしております！

（※上記の写真は第 1 期の賞品です。
第 2 期以降の賞品については変更となる場合がございます。）

ホクレン
　ホクレンは 3 月 31日、演劇ユニット「TEAM 
NACS」リーダーの森崎博之さんの「ホクレンアン
バサダー」就任会見と、2020 年度女子陸上競技
部の新体制記者発表を、ホクレンビルでそれぞれ開
きました。森崎アンバサダーは、「拓くぞ！未来」プ
ロジェクトを通じ、北海道農業の魅力を広く発信予
定。この日はその初仕事として、新人の保坂野恋
花選手を加えた女子陸上
チームメンバーたちを「北
海道農業のため、ともに
頑張ろう」と激励しました。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行しており
ます。年 3 回発行しており、様々な医療・健康情報
を発信しております。
　ホームページにも
バックナンバーを掲
載しておりますので、
是非ご一読ください。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「ニユウガク」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　新井　　勉　様
深 川 市　　渡部　　等　様
幌加内町　　中山　友美　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3
4

5

6
8

10

11
12

14

15

16

17

人が住んだり、物を保管したり
するために建てたもの
藩に所属する武士
ガラスや貝などできた平たい玉
を指ではじく遊び
目が大きく側方に突き出ている
ことが特徴のキンギョの一品種
啄木鳥
習熟させるため実際にその事
をさせて鍛えること、避難○○
○○
木や竹などを組んで作り、人や
動物の勝手な出入りを防ぐもの
牛、豚、鶏、ラム、鹿、馬、鴨
トラックや自転車などの荷物を
載せる台の部分
振れば金品財宝が出てくるとい
う伝説上の槌、打ち出の○○○
東洋水産(株)が販売するカップ
麺、赤い○○○と緑のたぬき
夏に木にとまって大きな声で鳴
く昆虫
上司と○○

1
4

5

6

7

9
10
11
13
15

16
18

19

刀
海や湖などで岸から遠く離れた
場所
電気と磁気を一緒に変化させる
エネルギーの波の総称
怖い場所へ行かせて、その人の
恐怖に耐える力を試すこと
車やコマなどの回転するものの
中心となる棒
鬼の頭にある固く突き出たもの
砂粒のようになった金
英語で言うとガーリック
外国から母国に帰ること
オリンピックの競技で1位になる
と貰えるメダルの色
生命を持っているもの、生き物
店や企業の噂・評判などを口伝
えに広めること
熱を加えて温めること

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは８月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．令和元年度決算 場所別損益について
５．職員の人事について
６．固定資産の取得について
７．令和2年度 共済一斉推進日程について 
８．貸出実績報告について 
９．遅延損害金の減免について  
10．農業における新型コロナウイルス感染症へ

の対応について
11．令和2年3月 営農懇談会意見について
12．令和2年産の水稲作付動向について（3月末）
13．令和2年度 強い農業・担い手づくり総合

支援事業の申請・採択状況について

14．「JAきたそらち女性大学　あみてぃえ」
の開校について

15．税理士法人との業務連携強化について
16．令和2年度「北育ち元気塾」受講生及び

研修カリキュラムについて
17．令和2年度 担い手プロジェクトチームの

巡回活動について
18. 米在庫状況について
19. 畜産物の販売実績について
20. 青果・花き販売実績について
21. 経済部事業実績について
22. ＪＡバンク基本方針に基づくＪＡ財務モ

ニタリングの報告について
23. 新型コロナウイルスの影響による主要農

産物の情勢と今後の見通しについて

議案第１号　コンプライアンス規程の一部変更
について

議案第２号　令和2年度コンプライアンス・プ
ログラム

議案第３号　JA所有地（Aコープ納内跡地）
の寄付について

議案第４号　災害対策規程（案）、災害対策
本部設置・運営要領（案）及び
災害対策計画について

議案第５号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第６号　貸出金の貸付について
議案第７号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第８号　職制規程の一部変更について

提
出
議
案

１．令和2年度 固定資産現地確認日程について
２．令和2年産 米の取扱について
３．令和2年産 特定米穀出荷契約及び予約前渡

金について

４．令和2年産 農産物予約前渡金及び概算金
について

５．令和2年産 「玄そば」の取扱について

協
議
事
項 組合員の動き

（令和２年４月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,363
88

5,903
315
976

当月末
34
0

180
16
25

脱退
8
2
43
0
1

加入
1,389
86

6,040
331
1,000

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和２年４月実績

計画対比　　＋

前年対比　　△

61,871kWh 発電電力

○累計（R1.12～R2.4）

192,907kWh
5,759kWh

9,814kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

62,957kWh

8,972kWh

報
　告
　事
　項

第５回理事会 〈令和2年５月８日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部 共済課からのお知らせ

ＪＡきたそらち金融共済部 共済課
TEL：0164（22）6619　FAX：0164（23）5539
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